
第
七
e

三
規
則

浸
水
率

１

区
画
及
び
損
傷
時
復
原
性
の
計
算
上
、
そ
れ
ぞ
れ
の
一
般
区
画
室
又
は
区
画
室
の
一
部
の
浸
水
率
は
、
次
の
と

お
り
と
す
る
。

場

所

浸

水

率

貯
蔵
品
を
積
載
す
る
場
所

〇
・
六
〇

居
住
設
備
の
あ
る
場
所

〇
・
九
五

機
関
の
あ
る
場
所

〇
・
八
五

空
所

〇
・
九
五

液
体
用
の
場
所

〇
又
は
〇
・
九
五
（
注
）

注

い
ず
れ
か
一
層
厳
格
な
条
件
と
な
る
方
の
値
を
と
る
。

２

区
画
及
び
損
傷
時
復
原
性
の
計
算
上
、
そ
れ
ぞ
れ
の
貨
物
区
画
室
又
は
区
画
室
の
一
部
の
浸
水
率
は
、
次
の
と

お
り
と
す
る
。

場

所

喫
水
ds
で
の
浸
水
率

喫
水
dp
で
の
浸
水
率

喫
水
dl
で
の
浸
水
率

乾
貨
物
区
域

〇
・
七
〇

〇
・
八
〇

〇
・
九
五

コ
ン
テ
ナ
区
域

〇
・
七
〇

〇
・
八
〇

〇
・
九
五

ロ
ー
ル
オ
ン
・
ロ
ー
ル
オ
フ
区
域

〇
・
九
〇

〇
・
九
〇

〇
・
九
五

液
体
貨
物

〇
・
七
〇

〇
・
八
〇

〇
・
九
五

３

計
算
に
よ
つ
て
実
証
さ
れ
た
場
合
に
は
、
浸
水
率
に
つ
い
て
の
他
の
値
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
。
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6.1

係
数
vm
は
、
次
の
式
か
ら
得
ら
れ
る
。

v
m
＝

v
(
H
j,
n
,
m
,
d
)－

v
(
H
j,
n
,
m
－
1
,
d
)

こ
の
場
合
に
お
い
て
、

H
j,
n
,
m

は
、
考
慮
す
る
損
傷
区
画
室
に
対
す
る
浸
水
の
垂
直
方
向
の
範
囲
を
制
限
す
る
と
仮
定
す
る

ｍ
番
目
の
水
平
境
界
の
縦
方
向
の
範
囲x1

(j)...x2
(j＋

n
－

1
)

の
中
で
基
線
の
上
方
の
最
小
高
さ
と
し
、

メ
ー
ト
ル
で
表
す
。

H
j,
n
,
m
－

1

は
、
考
慮
す
る
損
傷
区
画
室
に
対
す
る
浸
水
の
垂
直
方
向
の
範
囲
を
制
限
す
る
と
仮
定

す
る
ｍ
マ
イ
ナ
ス
一
番
目
の
水
平
境
界
の
縦
方
向
の
範
囲
内
で
基
線
の
上
方
の
最
小
高
さ
と
し
、
メ
ー
ト

ル
で
表
す
。

ｊ
は
、
考
慮
す
る
損
傷
区
画
室
の
船
尾
端
と
す
る
。

ｍ
は
、
考
慮
し
て
い
る
水
線
か
ら
上
方
に
向
か
つ
て
数
え
た
各
水
平
境
界
と
す
る
。

ｄ
は
、
第
二
規
則
に
定
義
す
る
喫
水
と
す
る
。

ｘ1
及
び
ｘ2
は
、
第
七
e

一
規
則
に
お
い
て
考
慮
す
る
区
画
室
又
は
区
画
室
群
の
端
と
す
る
。

6.1.1

係
数v

(H
j,
n
,
m
,
d
)

及
びv

(H
j,
n
,
m
－
1
,
d
)

は
、
次
の
式
か
ら
得
ら
れ
る
。

(H
m
－

d
)≦

7•
8

メ
ー
ト
ル
の
と
き
は
、

v
(H

,
d
)＝

0•
8
(H
－

d
)

7•
8

そ
の
他
の
す
べ
て
の
場
合
に
は
、

v
(H

,
d
)＝

0•
8＋

0•
2
(H
－

d
)－

7•
8

4•
8

こ
の
場
合
に
お
い
て
、

v
(H

j,
n
,
m
,
d
)

は
、H

m

がx
1
(j)...x

2
(j＋

n－
1
)

の
範
囲
内
で
船
舶
の
最
上
部
の
水
密
境
界
と
一
致

す
る
と
き
は
、
一
と
す
る
。

v
(H

j,
n
,
0 ,
d
)

は
、
ゼ
ロ
と
す
る
。

い
か
な
る
場
合
に
お
い
て
も
、
vm
は
、
ゼ
ロ
未
満
で
あ
つ
て
は
な
ら
ず
、
又
は
一
を
超
え
て
は
な
ら

な
い
。

6.2

原
則
と
し
て
、
水
平
区
画
の
場
合
に
お
い
て
指
数
Ａ
に
寄
与
す
る
dA
は
、
次
の
式
か
ら
得
ら
れ
る
。

d
A
＝
p

i ・［
v
１ ・

s
m
in１ ＋（

v
２ －

v
１ ）・

s
m
in２ ＋
…
＋（
１
－
v

m
－
１ ）・

s
m
in

m ］

こ
の
場
合
に
お
い
て
、

vm
は
、
6.1
の
規
定
に
従
つ
て
計
算
さ
れ
る
ｖ
の
値
と
す
る
。

smin
は
、
仮
定
し
た
損
傷
が
仮
定
し
た
損
傷
高
さ
Hm
か
ら
下
方
に
達
す
る
と
き
に
得
ら
れ
る
損
傷
の
す
べ

て
の
組
合
せ
に
対
す
る
係
数
ｓ
の
最
小
値
と
す
る
。

第
八
規
則

旅
客
船
の
復
原
性
に
関
す
る
特
別
要
件

１

四
百
人
以
上
の
人
員
を
運
送
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
る
旅
客
船
は
、
区
画
係
数
の
計
算
を
基
礎
と
す
る
三
の
積

載
状
態
に
つ
い
て
及
び
船
首
垂
線
か
ら
測
つ
て
〇
・
〇
八
Ｌ
以
内
に
あ
る
す
べ
て
の
区
画
室
に
関
係
す
る
損
傷
に

つ
い
て
、
si
が
１
と
な
る
よ
う
に
衝
突
隔
壁
の
後
方
に
水
密
区
画
を
設
け
る
。

２

三
十
六
人
以
上
の
人
員
を
運
送
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
る
旅
客
船
は
、
３
に
規
定
す
る
範
囲
の
船
側
外
板
に
沿

つ
た
損
傷
に
耐
え
る
こ
と
が
で
き
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
第
八
規
則
へ
の
適
合
は
、
第
七
e

二
規
則
に
規
定

す
る
si
が
区
画
係
数
の
計
算
を
基
礎
と
す
る
三
の
積
載
状
態
に
つ
い
て
〇
・
九
以
上
に
な
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
よ

う
に
達
成
す
る
。

３

２
の
規
定
に
適
合
す
る
こ
と
を
示
す
と
き
に
仮
定
す
る
損
傷
の
範
囲
は
、
第
六
規
則
に
規
定
す
る
Ｎ
及
び
第
二

規
則
に
定
義
す
る
Ls
の
双
方
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

.1

損
傷
の
垂
直
方
向
の
範
囲
は
、
船
舶
の
型
基
線
か
ら
、
こ
の
章
の
第
二
規
則
に
定
義
す
る
最
高
区
画
喫
水
の

位
置
か
ら
上
方
に
十
二
・
五
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
位
置
ま
で
及
ぶ
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
垂
直
方
向
の
よ
り
小

さ
い
損
傷
範
囲
が
よ
り
低
い
si
の
値
を
与
え
ら
れ
た
場
合
に
は
、
減
ぜ
ら
れ
た
範
囲
の
値
が
用
い
ら
れ
る
。

.2

四
百
人
以
上
の
人
員
を
運
送
す
る
場
合
に
は
、
船
側
外
板
に
沿
つ
た
い
か
な
る
位
置
に
お
い
て
も
〇
・
〇
三

Ls
で
三
メ
ー
ト
ル
以
上
の
損
傷
の
長
さ
が
仮
定
さ
れ
、
最
高
区
画
喫
水
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
、
船
体
中
心
線
に

対
し
直
角
に
船
側
か
ら
内
側
に
測
つ
て
〇
・
一
Ｂ
で
あ
つ
て
〇
・
七
五
メ
ー
ト
ル
以
上
の
貫
通
を
伴
う
も
の
と

す
る
。

.3

四
百
人
未
満
の
人
員
を
運
送
す
る
場
合
に
は
、
損
傷
長
さ
は
、
横
置
水
密
隔
壁
の
間
の
船
側
外
板
に
沿
つ
た

い
か
な
る
位
置
に
お
い
て
も
仮
定
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
二
の
隣
接
す
る
当
該
隔
壁
の
間
の
距
離
が
仮
定
し
た
損

傷
長
さ
よ
り
短
い
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
隣
接
す
る
当
該
隔
壁
の
間
の
距
離
が
仮
定
し
た
損
傷
長
さ
よ

り
も
短
い
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
隔
壁
の
一
の
み
が
２
の
規
定
に
適
合
す
る
こ
と
を
示
す
た
め
に
有
効
な
も
の

と
み
な
す
。

.4

三
十
六
人
の
人
員
を
運
送
す
る
場
合
に
は
、〇
・
〇
一
五
Ls
で
三
メ
ー
ト
ル
以
上
の
損
傷
長
さ
が
仮
定
さ
れ
、

内
側
へ
の
貫
通
は
、
〇
・
〇
五
Ｂ
で
〇
・
七
五
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
。

.5

三
十
六
人
以
上
四
百
人
未
満
の
人
員
を
運
送
す
る
場
合
に
は
、
損
傷
の
仮
定
さ
れ
た
範
囲
を
決
定
す
る
に
当

た
り
用
い
る
損
傷
長
さ
及
び
内
側
へ
の
貫
通
の
値
は
、
.4
に
規
定
す
る
三
十
六
人
の
人
員
及
び
.2
に
規
定
す
る

四
百
人
の
人
員
を
運
送
す
る
船
舶
に
つ
い
て
適
用
す
る
損
傷
の
長
さ
及
び
貫
通
の
値
の
間
で
一
次
補
間
法
に
よ

つ
て
得
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。

第
八
e

一
規
則

旅
客
船
に
お
け
る
浸
水
事
故
の
後
の
装
置
の
能
力

１

適
用

こ
の
第
八
e

一
規
則
は
、
二
千
十
年
七
月
一
日
以
後
に
建
造
さ
れ
た
旅
客
船
で
あ
つ
て
第
二
e

二
章
第
二
十
一

規
則
が
適
用
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

２

浸
水
に
よ
る
損
傷
の
場
合
に
お
け
る
主
要
な
装
置
の
利
用
可
能
性

旅
客
船
は
、
船
舶
の
一
の
水
密
区
画
室
へ
の
浸
水
が
あ
る
と
き
に
、
第
二
e

二
章
第
二
十
一
規
則
４
に
規
定
す

る
装
置
が
作
動
し
続
け
る
よ
う
に
設
計
す
る
。
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